
玉野市立八浜小学校

児童数 １５４名 ・学級数 ８学級 ・教職員数１８名（平成２７年２月２日現在）

○取組実践のキーワード

・学習習慣の確立

○標題（研究主題）

・小中連携による家庭学習の定着に重点を置いた取組

○取組を始めた経緯

八浜中学校区では、前年度まで小中連携の取組として、管理職連絡会・相互の授業参観・特別支援教育

部会等において意見交換をしてきた。その結果、授業における学習規律の確立やユニバーサルデザイン化

等が進んできた。

しかし、家庭学習については 「宿題のみで自主的に学習に取り組めていない 「休日はあまりできて、 。」

いない 」などの実態を踏まえ、標題の研究主題を設定して取り組んできた。。

○取組の実施体制

小中共通の「学習習慣づくり」や「各学年の家庭学習時間のめやす」について、検討したり、実践した

りした。八浜中学校区の２小学校・１中学校で共通理解しながら９年間を見通した実践ができるように、

学期に２回ずつ部会で話し合う場を設けた。

○学力向上に向けた具体的な取組

・各学年のチャレンジカードの活用

・生活調べ（家庭生活や学習についての調査）を２学期より行い実態を把握するとともに、学校だよりで

保護者の啓発を図った。

・八浜中学校区全体でノーメディアデーの実施（１２月２日 （３学期は３月１０日実施予定））

・長期休業中（春休みも含む）の課題の設定

○現在までの取組の成果と課題

１ 成果

・チャレンジカードについては、どの学年も毎日学校での様子（発表や忘れ物など）を把握したり、家庭

学習の様子を確認したりすることに役立てている。

・ノーメディアデーを意識し、実行できた家庭が多くあった （全校実施率：７２％）。

・ゲーム・テレビ・パソコンなどの使用時間を、読書や自主学習などの取組や家族と会話をする時間が増

加した。

２ 課題

・八浜中学校区「学習習慣づくり」が実践できていない子への働きかけが必要である。



○取組の継続・発展の要因

・家庭学習については、これからも中学校区全体で取り組んでいく。特に休日の家庭学習は、取り組む内

容やその方法などの指導が必要である。

○管理職・中核教員等のアクション

・各学年の家庭学習の取り組み方や時間・内容等の実態を把握し、達成できていないことについては、

学力向上委員会で検討し、対策を講じていく。

○その他の資料・写真等

・八浜中学校区の子どもたちへ「身につけてほしい３つのポイント」

・生活調べ


